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極超音速機の空力制御システムとして機首部分での空力加熱エネルギーを電気エネルギーに変換し、これにより

放電プラズマ発生させて気流を制御する放電気流制御システムを提案した。本システムで用いる空力加熱エネルギ

ー回生試験および放電空力制御試験を東京大学柏極超音速高エンタルピー風洞にて行った。空力加熱からのエネル

ギー回生にはゼーベック効果を利用した熱電素子の内、特に高温特性の優れた種類のモジュールを用い気流中での

空力加熱による発電量を計測した。同時に極超音速機のフラップ前方で放電を行うことによるピッチングモーメン

ト制御実験を行い、空力加熱エネルギー回生による電力で放電空力制御をどの程度実施可能であるかについて検討

を行った。 
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Fig. 1 Energy recovery experiment with hypersonic 

aerodynamic heating. 

 

 
Fig. 2 Schlieren photo of pitching moment control 

experiment 


